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障害者差別解消法が4月に施行され、半年以上が過ぎた。
法の成立に深く関わってきた市民活動もあり、

またそうではない市民活動にも少なくとも団体として
差別解消のさまざまな義務が課せられている。

市民活動は、障害者差別の解消に今後どう取り組み、
どのような役割を果たしていけるのか、改めて考えたい。

　

関
係
者
に
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、

２
０
１
６
年
４
月
１
日
よ
り
「
障
害
者
差
別

解
消
法｣

が
施
行
さ
れ
た
。

　

こ
の
法
律
は
13
年
の
６
月
に
制
定
さ
れ
た

も
の
で
、
06
年
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た

「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
（
障
害
者

権
利
条
約
）｣

を
批
准
す
る
た
め
の
国
内
法

整
備
の
柱
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
法

の
制
定
に
至
る
ま
で
に
は
、
１
９
７
０
年
代

に
巻
き
起
こ
っ
た
障
害
当
事
者
に
よ
る
権
利

（
回
復
）
要
求
運
動
以
来
の
実
に
長
い
道
の

り
が
必
要
と
さ
れ
た
。

　

そ
の
中
身
で
あ
る
が
、
骨
格
は
、
11
年
８
月

に
改
定
さ
れ
た
障
害
者
基
本
法
第
４
条
に
あ
る

「
差
別
の
禁
止｣

規
定
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体

的
に
、「
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
措
置
」
と

し
て
①
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止
と
②
合
理

的
配
慮
の
不
提
供
の
禁
止
を
掲
げ
、
前
者
に
つ

い
て
は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
み
で
な
く
民

間
事
業
者
に
つ
い
て
も
法
的
義
務
と
し
、
後
者

に
つ
い
て
は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
は
法
的
義

務
と
し
た
も
の
の
、
民
間
事
業
者
に
つ
い
て
は

努
力
義
務
に
と
ど
め
た
。
た
だ
、
そ
の
努
力
の

実
態
に
つ
い
て
、
主
務
大
臣
が
必
要
に
応
じ
て

報
告
を
求
め
、
助
言
、
指
導
、
勧
告
を
「
す
る

こ
と
が
で
き
る｣

（
12
条
）
と
定
め
る
と
と
も

に
、
報
告
要
請
に
応
じ
な
か
っ
た
り
虚
偽
の
報

告
を
お
こ
な
っ
た
り
し
た
場
合
に
は
「
20
万
円

以
下
の
過
料
に
処
す
る
」（
26
条
）
と
さ
れ
た
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
肝
心
の
差
別
の
定
義
に
つ

い
て
、
障
害
者
基
本
法
第
４
条
の
「
障
害
を

障害者差別解消法の「合理的配慮」と市民活動

特
集

特
集

理
由
と
す
る
権
利
侵
害
行
為｣

と
「
社
会
的

障
壁
の
除
去
を
怠
る
こ
と
に
よ
る
権
利
侵
害

（
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
）｣

の
２
概
念
を
超

え
る
定
義
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
法
律
の
制

定
を
リ
ー
ド
し
た
内
閣
府
の
障
害
者
政
策
委

員
会
差
別
禁
止
部
会
が
提
出
し
た
「『
障
害
を

理
由
と
す
る
差
別
の
禁
止
に
関
す
る
法
制
』

に
つ
い
て
の
差
別
禁
止
部
会
の
意
見｣

で
は
、

以
下
の
よ
う
な
概
念
整
理
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
障
害
者
差
別
に
は
「
直
接
差

別｣

「
間
接
差
別｣

「
関
連
差
別｣

「
合
理
的
配

慮
の
不
提
供｣

の
４
類
型
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
う
ち
直
接
差
別
は
、
障
害
を
直
接
の
理

由
と
す
る
区
別
・
排
除
・
制
限
等
の
健
常
者

と
は
異
な
る
取
り
扱
い
。
間
接
差
別
は
、
外

形
的
に
は
中
立
の
基
準
・
規
則
・
慣
行
で
は

あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
結
果
的
に
は
健
常
者
に
比
較
し
て
障
害
者

に
不
利
益
が
生
じ
る
取
り
扱
い
。
関
連
差
別

は
、
障
害
に
関
連
す
る
事
由
（
車
い
す
を
利

用
し
て
い
る
と
か
盲
導
犬
を
連
れ
て
い
る
な

ど
）
を
理
由
と
す
る
区
別
・
排
除
・
制
限
等

の
異
な
る
取
り
扱
い
。
合
理
的
配
慮
の
不
提

供
は
、
障
害
者
に
健
常
者
と
平
等
な
権
利
の

行
使
ま
た
は
機
会
や
待
遇
が
確
保
さ
れ
る
に

は
、
そ
の
者
の
必
要
に
応
じ
て
現
状
が
変
更

さ
れ
た
り
、
調
整
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
（
車
い
す
利
用
の
勤
労
者
の
た
め
に

事
業
所
の
段
差
を
な
く
す
な
ど
）に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
な
い
場

合
、
と
の
規
定
で
あ
る
。

　

こ
の
概
念
規
定
は
今
日
国
際
的
に
普
及
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
障
害
者
差
別
解
消
法

で
は
、
直
接
差
別
と
間
接
差
別
・
関
連
差
別

は
、
実
際
に
は
そ
の
区
別
が
困
難
な
場
合
も

あ
る
の
で
、
こ
れ
を
「
障
害
又
は
障
害
に
関
連

し
た
事
由
を
理
由
と
す
る
差
別
類
型｣

（
不
均

等
待
遇
）
と
し
て
一
本
化
し
、
前
述
の
よ
う
に

「
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止｣

と
「
合
理
的

配
慮
の
不
提
供
の
禁
止｣

を
掲
げ
る
こ
と
が

提
案
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

　

今
回
の
法
律
施
行
に
当
た
っ
て
、
法
の
規

定
に
基
づ
い
て
国
が
「
基
本
方
針｣
を
定
め
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団

体
や
独
立
行
政
法
人
の
職
員
に
対
す
る
「
対

応
要
領｣

、
一
般
事
業
者
向
け
の
「
対
応
指

針
」
が
策
定
さ
れ
、
都
道
府
県
を
は
じ
め
各

地
の
自
治
体
等
で
も
独
自
の
指
針
が
策
定
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
何
が
差
別
に
当
た
る

の
か
」
や
「
ど
の
よ
う
な
対
応
が
求
め
ら
れ

る
の
か
」
が
か
な
り
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
趣
旨
が
民
間
事
業
者
に
ど
の
程
度

浸
透
し
て
い
る
の
か
は
定
か
で
な
い
。
特
に
、

法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
差
別
の
２
類
型
の
一
つ

で
あ
る
「
合
理
的
配
慮
の
不
提
供｣

と
い
う

概
念
に
つ
い
て
は
理
解
が
な
か
な
か
困
難
な
よ

う
で
あ
る
。

　

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
「
合
理
的
配

慮｣

義
務
は
、
民
間
事
業
者
に
つ
い
て
は
努
力

義
務
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
民

間
事
業
者
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
今
号
で
は
、
こ
の
合
理
的
配
慮
義
務

を
中
心
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
と
っ
て
の
障
害
者
差
別

解
消
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
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集
委
員　

牧
口 

明

1990（平成２）年 

93（平成５）年

94（平成６）年 

99（平成11）年

2000（平成12）年

04（平成16）年

06（平成18）年

09（平成21）年

11（平成23）年

12（平成24）年

13（平成25）年

15（平成27）年

16（平成28）年

｢障害を持つアメリカ人法（ＡＤＡ）」制定

｢障害者基本法」公布・施行

国連総会で ｢障害者の機会均等化に関する基準規則」採択

｢ハートビル法」公布（同年９月施行）

｢障害者欠格条項をなくす会」結成

｢交通バリアフリー法」公布（同年 11月 15日施行）

｢障害者基本法」改定（施策の基本理念として「差別の禁止」
を明記）

｢バリアフリー新法」公布（06年 12月 20日施行）

｢障害者の権利に関する条約」採択（08年５月３日発効：略称
は ｢障害者権利条約」：日本の署名は 07年９月 28日）

内閣府に ｢障がい者制度改革推進本部」設置

｢障害者虐待防止法」公布

｢障害者基本法」改定（差別禁止に「合理的配慮」概念を導入）

内閣府障害者政策委員会差別禁止部会が差別禁止法への意
見書をとりまとめる

｢障害者差別解消法」成立（６月 26日公布）

｢障害を理由とする差別の解消の推進に関する基本方針」閣
議決定

｢障害者差別解消法」施行

  7月

12月

12月

  6月

  5月

  5月

  6月
  

  6月

12月

12月

  6月

  8月

  9月

  6月19日

  2月
  

  4月1日

｢障害者差別解消法｣ 制定・施行までの主な歩み

障
害
者
差
別

解
消
法
に
つ
い
て　

 
   

～
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
と
っ
て
の
法
的
義
務
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セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
と
は
、
自
分
自
身
に

関
心
が
な
く
な
り
、
生
き
る
こ
と
に
投

げ
や
り
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
い
う
。
長
期
間

掃
除
を
し
な
い
、
風
呂
に
入
ら
な
い
な
ど
の
よ
う

に
、
日
常
生
活
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
結
果
、
人

間
関
係
も
疎
遠
に
な
っ
て
し
ま
う
。
た
と
え
ば

高
齢
者
支
援
の
現
場
で
は
、
支
援
対
象
者
自
ら

が
必
要
な
医
療
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
拒
否

す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

そ
の
原
因
は
、
家
族
・
友
人
・
地
域
社
会
か
ら

の
孤
立
、
認
知
症
、
引
き
こ
も
り
、
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
や
抑
う
つ
状
態
な
ど
か
ら
の
移
行
、
大

災
害
に
よ
る
生
活
環
境
の
変
化
、
経
済
的
困
窮

な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。

　

セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
状
態
に
陥
っ
た
高
齢
者

は
、
精
神
的
に
不
安
定
に
な
り
、
生
活
が
荒
れ
、

住
居
が
「
ゴ
ミ
屋
敷
」
化
し
て
し
ま
っ
た
り
、
第

三
者
か
ら
の
支
援
を
拒
否
す
る
こ
と
で
孤
独
死

を
招
い
た
り
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
社
会
問
題

化
し
て
い
る
。

　

日
本
に
お
い
て
、
現
行
の
高
齢
者
虐
待
防

止
法
に
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
に
関
す
る
規
定
は
な

い
。
法
的
に
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
を
対
象
の一つ
に

で
き
れ
ば
、
家
屋
の
立
ち
入
り
調
査
権
と
か
支

援
、
指
導
の
対
象
に
な
る
た
め
、
援
助
の
幅
も

広
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
近
年
で
は
核
家
族
化
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
普
及
と
相
ま
っ
て
、
対
人
関
係
が
築
け
な

く
な
っ
た
若
者
も
少
な
く
な
く
、
セ
ル
フ
ネ
グ
レ

ク
ト
の
若
年
化
も
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

編
集
委
員　

杉
浦 

健

※

    

次
世
代
に
遺
す
寄
付
を
生
か
す

　
「
全
国
レ
ガ
シ
ー
ギ
フ
ト
協
会
」

　

発
足

レ
ガ
シ
ー
ギ
フ
ト
」
は
、
遺
贈
や
資
産

寄
付
に
よ
り
次
世
代
に
レ
ガ
シ
ー
（
遺

産
）
を
遺
す
寄
付
。
遺
贈
に
は
、
遺
言
に
よ

る
寄
付
と
相
続
財
産
か
ら
の
寄
付
、
信
託
に
よ

る
寄
付
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
寄
付
者
の
思
い

を
実
現
す
る
と
同
時
に
、
寄
付
財
産
が
地
域
の

未
来
に
生
か
さ
れ
継
承
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す

「
全
国
レ
ガ
シ
ー
ギ
フ
ト
協
会
」（
代
表
理
事
・

堀
田
力
）
が
、
11
月
14
日
発
足
し
た
。

　

協
会
の
複
数
の
理
事
に
よ
る
と
、
東
日
本
大

震
災
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
団
体
で
遺
贈
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
や
実
績
が
増
え
て
い
る
と
い

う
。
と
は
い
え
こ
れ
ま
で
は
遺
贈
に
関
す
る
情

報
は
限
ら
れ
て
お
り
、
自
治
体
や
外
郭
団
体
、

大
規
模
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
、
一
般
的
な
遺
贈
先
だ
っ

た
だ
ろ
う
。
身
近
な
地
域
や
特
定
の
社
会
課

題
解
決
に
遺
産
を
生
か
し
た
い
と
思
っ
て
も
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

協
会
は
、
発
足
と
同
時
に
、
遺
贈
寄
付
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
い
ぞ
う
寄
付
の
窓
口
」

を
オ
ー
プ
ン
。
遺
贈
寄
付
に
関
心
の
あ
る
個

人
、
遺
贈
寄
付
を
受
け
る
こ
と
に
関
心
の
あ
る

団
体
、
遺
贈
寄
付
に
つ
い
て
知
り
た
い
法
律
・

税
務
の
専
門
家
に
対
す
る
情
報
提
供
を
始
め

た
。
ま
た
、
設
立
時
の
加
盟
14
団
体
が
、
遺
贈

   「
こ
れ
か
ら
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
に
つ
い

　

て
語
ら
う
会
」
開
催
、

　

改
正
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
は
順
次
施
行

月
12
日
、
東
京
・
永
田
町
で
「
こ
れ
か

ら
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
に
つ
い
て
語
ら
う
会
～

Ｎ
Ｐ
Ｏ
議
員
連
盟
と
一
緒
に
制
度
の
未
来
を
考

え
よ
う
！
」
が
開
催
さ
れ
た
。
シ
ー
ズ
・
市
民

活
動
を
支
え
る
制
度
を
つ
く
る
会
と
、
日
本
Ｎ

Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
の
共
催
。
参
加
者
は
70
人
。

　

会
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
議
員
連
盟
（
以
下
、
議
連
）

の
国
会
議
員
や
内
閣
府
・
衆
議
院
法
制
局
の
職

員
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
か
ら
６
月
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

改
正
へ
の
尽
力
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
が
述
べ

ら
れ
た
。
ま
た
、
議
連
共
同
代
表
の
中
谷
元
議

員
と
辻
元
清
美
議
員
を
は
じ
め
、
議
連
や
内
閣

府
・
衆
議
院
法
制
局
の
方
々
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

の
成
り
立
ち
を
振
り
返
る
温
か
な
ス
ピ
ー
チ
が

あ
り
、
市
民
・
議
員
・
国
が
力
を
あ
わ
せ
て
育
て

て
き
た
18
年
の
歴
史
を
感
じ
る
会
と
な
っ
た
。

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
へ
の
期
待
に
加

え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
バ
ス
の
規
制
問

題
、
休
眠
預
金
や

遺
贈
推
進
な
ど
、

幅
広
い
提
案
が
な

さ
れ
た
。
９
月
に

亡
く
な
っ
た
加
藤

紘
一
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
議

パラボラ・ニュース

員
連
盟
代
表
を
し
の
ぶ
機
会
に
も
な
り
、（
三

女
の
）
加
藤
鮎
子
衆
議
院
議
員
の
挨
拶
に
続
い

て
、
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
顧
問
の
山
岡
義
典

氏
や
シ
ー
ズ
の
松
原
明
理
事
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
制
定

当
時
の
加
藤
氏
の
思
い
出
を
披
露
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
改
正
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の
施
行
日
は

段
階
的
で
あ
り
注
意
が
必
要
だ
。
内
閣
府
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
情
報
提
供
は
公

布
日
に
拡
大
さ
れ
る
が
、
以
下
は
２
０
１
７
年

４
月
1
日
に
施
行
と
な
る
。
①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設

立
な
ど
認
証
を
申
請
し
た
後
の
縦
覧
期
間
が
、

２
カ
月
か
ら
1
カ
月
に
短
縮
。
②
事
業
報
告

書
等
を
備
え
置
く
期
間
が
、
３
年
間
か
ら
５
年

間
に
延
び
る
。
③
認
定
・
仮
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
海
外
送
金
時
の
報
告

が
、
事
前
提
出
か
ら
事
後
一
括
提
出
に
緩
和
。

④
仮
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
名
称
が
、
特
例
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
変
わ
る
。

　

そ
し
て
、「
資
産
の
総
額
」
が
登
記
事
項
で
は

な
く
な
り
、
代
わ
り
に
貸
借
対
照
表
の
公
告
が

義
務
化
さ
れ
る
の
が
、
18
年
冬
ま
で
の
予
定
。

施
行
さ
れ
れ
ば
決
算
の
た
び
に
法
務
局
で
登
記

す
る
必
要
が
な
く
な
る
が
、
定
款
で
公
告
の
方

法
に
「
官
報
」
と
記
載
し
て
い
る
団
体
は
、
毎

年
貸
借
対
照
表
を
官
報
に
掲
載
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
。
避
け
る
に
は
定
款
変
更
が
必
要

な
の
で
、
総
会
で
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

シ
ー
ズ
・
市
民
活
動
を
支
え
る
制
度
を
つ
く
る
会

　
池
本 

桂
子

10

に
関
す
る
無
料
相
談
窓
口
を
設
置
。
今
後
は
、

そ
れ
以
外
の
機
関
も
含
め
て
相
談
対
応
が
で
き

る
人
材
の
育
成
や
、
普
及
啓
発
活
動
、
税
制
度

を
は
じ
め
と
し
た
政
策
提
言
活
動
な
ど
に
も
取

り
組
む
。

　

同
日
午
後
に
は
設
立
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
、
法
律
や
税
務
の
専
門
家
、
財
団
関
係

者
、
市
民
活
動
関
係
者
な
ど
１
５
０
人
が
参

加
し
た
。
基
調
講
演
で
は
、
先
行
す
る
イ
ギ

リ
ス
の
取
り
組
み
に
つ
い
てR

em
em

ber A
 

C
harity

のR
ob C

ope

氏
が
解
説
。
そ
の

後
、
協
会
理
事
に
よ
る
事
例
紹
介
と
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
続
い
た
。

　

少
子
化
や
親
戚
づ
き
あ
い
の
希
薄
化
な
ど
も

あ
り
、
遺
贈
へ
の
関
心
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
だ

ろ
う
。
協
会
の
活
動
に
よ
っ
て
、
多
く
の
遺
贈

者
の
思
い
が
多
様
な
活
動
に
生
き
、
後
世
の
社

会
の
礎
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

編
集
委
員
　
百
瀬  

真
友
美

一般社団法人全国レガシーギフト協会　TEL：03-
6809-2590（日本ファンドレイジング協会内）

「いぞう寄付の窓口」https://izounomadoguchi.
jp/（加盟団体の無料相談窓口案内も掲載）
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店内には墨田区の工芸品や土産品を紹介する
黒板地図も。商品の一部は店内で販売

昔懐かしいキラキラ橘商店街のにぎわい

コーヒーをいれ、パスタも作る渡邉宗貴代表と店内。
奥に介護相談室が見える

「すみまめカフェ」の外観。
向かって左側に介護の相談室

下
町
情
緒
た
っ
ぷ
り
の
商
店
街
に

面
し
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
漂
う
店

内
は
、
開
放
的
で
木
の
温
も
り
の
あ
る

見
た
目
は
「
お
洒し

ゃ
れ落

な
喫
茶
店
」
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
店
の
前
の
看
板
は

「
介
護
の
ご
相
談
承
り
ま
す
!!
・
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
・
訪
問
介
護
事

業
所
『
カ
フ
ェ
内
併
設　

ご
ゆ
っ
く
り

ど
う
ぞ
♡
』」。

　

開
店
は
２
０
１
５
年
４
月
。
株
式

会
社
ク
リ
エ
イ
ト
・
ケ
ア
代
表
の
渡
邉

宗む
ね
た
か貴

さ
ん
（
43
）
は
、
大
手
の
介
護
企

業
に
14
年
間
勤
め
た
社
会
福
祉
士
で

も
あ
る
。
顧
問
兼
管
理
者
の
本
木
潤

さ
ん
は
精
神
保
健
福
祉
士
で
医
療
相

談
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
。

　

２
人
は
数
年
前
か
ら
「
介
護
と
医

療
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
」「
介
護
の

見
え
る
化
の
促
進
」
と
い
う
「
Ｃａ
ｆｅ

×
介
護
の
ハ
ナ
シ
場
」
の
構
想
を
持
っ

て
い
た
。「
足
を
運
び
や
す
い
介
護
事

業
所
を
作
り
た
い
。
そ
れ
に
同
じ
家

賃
な
ら
カ
フ
ェ
併
設
が
経
営
的
に
も
合

理
的
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
時
、
墨
田
区
の
キ
ラ
キ
ラ
橘

商
店
街
の
大お

お
わ和

和
道
事
務
局
長
か
ら

空
き
店
舗
を
紹
介
さ
れ
た
。
戦
災
に

遭
わ
な
か
っ
た
商
店
街
は
全
長
４
８
０

㍍
、
幅
約
５
㍍
に
85
店
舗
。
車
は
ほ

と
ん
ど
入
っ
て
こ
な
い
。
そ
の
雰
囲
気

の
良
さ
に
加
え
、
店
名
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク

に
地
元
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
協
力
す
る
な

ど
「
周
り
の
人
に
恵
ま
れ
た
」
と
い
う
。

　

事
業
所
に
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
３

人
、
介
護
ヘ
ル
パ
ー
が
３
人
い
る
が
、

時
折
、
カ
フ
ェ
も
手
伝
う
。「
人
柄
を

知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
な
り
信
頼
が
高

ま
る
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

喫
茶
店
に
も
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。

コ
ー
ヒ
ー
（
４
３
０
円
）
は
有
名
コ
ー

ヒ
ー
店
自
家
焙
煎
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ

レ
ン
ド
。
ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン
も
あ
る
。

ま
た
、
病
院
の
管
理
栄
養
士
が
開
発

し
た
小
麦
も
砂
糖
も
使
わ
な
い
ケ
ー
キ

（
６
５
０
円
）
の
店
頭
販
売
は
こ
こ
だ

け
。
こ
の
ほ
か
パ
ス
タ
中
心
の
ラ
ン
チ

は
７
８
０
円
（
ド
リ
ン
ク
付
き
）、
パ
ン

も
各
種
取
り
そ
ろ
え
て
い
る
。

編
集
委
員　

神
野 

武
美

「
す
み
ま
め
カ
フ
ェ
」

すみまめカフェ
東京都墨田区京島 3-39-8（キラキラ橘商店街）
京成押上線曳舟駅から南へ徒歩8分
営業時間／ 10:00～ 18:30（無休：盆・正月を除く）
TEL 03-6657-5532

ア ゴ ラ

第47回
シ ネ マ

～市民視点のドキュメンタリー映画を紹介する　

第39回

今
月
の
作
品「
袴
田
巖　
夢
の
間
の
世
の
中
」

2016年／日本／119分／ドキュメンタリー
監督：金聖雄、撮影：池田俊巳、音楽：谷川賢作
題字：袴田巖、プロデューサー：陣内直行
製作・配給：Kimoon Film
◦上映日程等はhttp://www.hakamada-movie.
　 com/をご覧ください。

2 016年 3月に社会福祉法
の一部改正法が成立し、社

会福祉法人制度が抜本的に見直
された。改正の趣旨は、社会福祉
法人をあらためて非課税にふさ
わしい公益法人として位置付け
るため、①経営組織の見直し（組
織ガバナンスの強化）、②情報開
示（経営の透明性の向上）、③財
務規律の見直し、④地域公益的

少し前に『絶望の裁判所』
という本が、最高裁判

所にも勤務経験のある元裁判
官により上

じょうし

梓された。2001年
の大規模な司法制度改革を経
た現在においても「日本の裁

取組が主な柱となっている。社会
福祉法人の存在意義や、その経
営のあり方が問われているとい
えよう。
　そのような社会的背景の中、本
書は全国で先駆的な「公益的取
組」を進める社会福祉法人経営
者がそれぞれの実践から、地域
福祉戦略のあり方を問うた書で
ある。
　本書の構成としては大きくわ
けて 3部構成に整理することが
できる。社会福祉法人制度の変
遷や、その中で問われてきた存
在意義や役割を整理した第1部、
社会的背景の中で問われてきた

判がいかに絶望的な状況か」
を説いた刺激的な内容で、法
曹関係者を含め、人々の間で
話題となった。
　本書を著した「日本裁判官
ネットワーク」は、1999 年の
政府の司法制度改革議論のス
タートと時を同じくして設立さ
れた。とかく閉鎖的といわれる
日本の裁判官の中で、司法の
改革・発展を目指して、自由な
発信や市民と共に歩む活動を
続けている、日本で唯一の現
職・元職の裁判官による有志
グループである。それから十数
年が経過した今、相次ぐロー

社会福祉法人の地域福祉戦略
全国社会福祉法人経営者協議会監修、河幹夫・菊池繁信・宮田裕司・森垣学編著、
生活福祉機構、2016年4月、2000円＋税

希望の裁判所〜私たちはこう考える
日本裁判官ネットワーク編、LABO、2016年11月、2700円（税込）

課題に対しての事業展開の方向
性を示した第2部、地域福祉や社
会貢献の推進を積極的に行って
きた先駆的な社会福祉法人の事
例を取り扱う第 3部である。先に
指摘した四つの点を最終目的と
しながら、持続可能で自律的な経
営を確保しつつ、地域社会に利
益の一部を還元し社会福祉法人
制度に期待される社会的役割を
担ってこそ社会福祉法人の存在
価値があるというのが、本書の主
な主張である。
　本書の意義として以下の 3点
がある。①将来的な社会福祉法
人経営のグランドデザインを提示

スクールの閉校や急増した弁
護士人口問題など、批判も多
い司法改革だが、彼らはそこに

「希望」を掲げるために本書
を出版した。いや、決して「希
望」と呼ぶには十分ではない
状況をも踏まえた上で、だから
こそ敢えて〝「絶望」している
暇などない、今こそ「希望」を
語ろう！〟と訴える。
　痴漢冤罪の恐ろしさをテー
マに、裁判制度のある意味の

「絶望」をリアルに描いて話

した上で、制度改革の論点を整理
している点、②将来的に向かうべ
き経営モデルを示しながらガバナ
ンス改革の意義や内容を提示し
ている点、③地域福祉の戦略の
重要性を指摘しいくつかの経営
実践を例示している点、である。
　本書では実践事例の例示にと
どまっているが、今後、社会福祉
法人の経営については、制度外
の地域の福祉ニーズに対し新た
に事業を起こし、地域住民・当事
者の参画を得て共同して事業展
開する事業戦略や事業運営の方
法の提示が求められている。

編集委員　竹内 友章

題となった映画『それでもボク
はやってない』の周防正行監
督は、本書に挑発的な推薦文
を寄せている。
　「裁判所に希望があるって？ 
じっくり読もうじゃないか」
　その言葉通り、「希望」の中
身をしっかりと見極め、法曹界
の中だけの議論にとどまらせず
に、司法を真に市民のものにす
るため、「希望」を「現実」に変
える方策を見つけ出したい。

編集委員　大門 秀幸

ラ イ ブ ラ リ ー

第17回

２
０
１
４
年
に
死
刑
囚
の
袴は
か
ま
だ田

巖
い
わ
お
さ
ん
が
48
年
ぶ
り
に
釈
放
さ

れ
た
こ
と
は
、
マ
ス
コ
ミ
で
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
た
の
で
ご
存
知
の
方
も
多
い

だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
釈
放
が
な
け
れ
ば

「
袴
田
事
件
」
の
こ
と
を
私
は
知
ら
な

か
っ
た
し
、「
娑し

ゃ
ば婆
に
出
た
」
後
の
彼
の

日
常
を
、
私
た
ち
は
知
る
由
も
な
い
。

　

こ
の
作
品
で
金キ

ム
ソ
ン
ウ
ン

聖
雄
監
督
は
、
釈

放
後
の
巖
さ
ん
を
撮
り
続
け
た
。
弟
の

無
実
を
信
じ
、
支
え
て
き
た
姉
の
秀
子

さ
ん
の
家
で
、
巖
さ
ん
の
生
活
が
始
ま

る
。
こ
の
作
品
の
舞
台
は
、
多
く
が
家

の
中
だ
。

　
「
巖
は
死
刑
が
確
定
す
る
ま
で
は
す

ご
く
し
っ
か
り
し
て
い
た
。
確
定
し
て
か

ら
は
ね
、
自
分
の
世
界
を
作
っ
ち
ゃ
っ

た
」
と
姉
の
秀
子
さ
ん
は
言
う
。
獄
中

の
日
記
に
綴つ

づ

ら
れ
た
、
意
味
不
明
で
呪

文
の
よ
う
な
言
葉
の
羅
列
は
、
壊
れ
て

い
く
巖
さ
ん
の
心
を
表
わ
し
て
い
る
よ

う
だ
。

　

釈
放
さ
れ
た
後
も
巖
さ
ん
は
、
獄
中

の
記
憶
と
現
実
が
、
行
き
つ
戻
り
つ
す

る
。
釈
放
後
、
初
め
て
の
正
月
を
迎
え

る
巖
さ
ん
の
元
に
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
が
入

る
。
だ
が
、
混
と
ん
と
す
る
心
模
様
の

巖
さ
ん
の
、
た
っ
た
一
日
だ
け
を
切
り

取
っ
て
見
る
と
、
彼
の
言
動
は
異
様
に

映
っ
て
し
ま
う
。
48
年
間
、
社
会
と
分
断

さ
れ
て
き
た
心
を
取
り
戻
す
に
は
、
多
く

の
時
間
が
必
要
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
に

私
た
ち
が
思
い
至
る
こ
と
は
少
な
い
。

　

ほ
っ
と
す
る
の
は
、
日
常
の
時
間
を

積
み
重
ね
る
中
で
、
表
情
の
無
か
っ
た

巖
さ
ん
の
顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ
瞬
間
が
出
て

き
た
こ
と
だ
。
親
戚
の
赤
ち
ゃ
ん
に
お

小
遣
い
を
や
る
姿
は
、
普
通
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
だ
。

　

こ
う
し
た
個
人
の
人
生
に
踏
み
込
む

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
制
作
は
、
相
手
と

の
関
係
を
築
く
と
こ
ろ
か
ら
す
で
に
始

ま
っ
て
い
る
。
特
に
長
期
の
撮
影
で
、

日
常
に
頻
繁
に
カ
メ
ラ
が
入
る
の
だ
か

ら
、
記
録
さ
れ
る
側
だ
っ
て
気
安
く
受

け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

だ
が
こ
の
作
品
で
映
し
出
さ
れ
る
映
像

は
、 〝
静
か
に
傍
ら
に
居
る
〟
と
い
う
ま

な
ざ
し
だ
っ
た
。

　

私
た
ち
は
日
々
多
く
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見

聞
き
す
る
が
、
そ
の
断
片
の
情
報
で
は

気
づ
か
な
い
こ
と
が
多
い
。
人
ひ
と
り
の

一
生
を
、
と
て
つ
も
な
く
遠
い
と
こ
ろ
へ

と
押
し
や
っ
て
し
ま
う
冤
罪
。
巻
き
込

ま
れ
た
本
人
や
家
族
の
心
模
様
を
、
こ

の
作
品
は
静
か
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
て

い
る
。

日本裁判官ネットワーク・ホームページ　http://www.j-j-n.com/

沖縄生まれ。柴田昌平監督のドキュメンタリー映画『ひめ
ゆり』（2007）『森聞き』（2011）『千年の一滴 だし しょう
ゆ』（2014）のプロデューサー・配給を務める。『ひめゆり』
は「沖縄慰霊の日」にちなみ毎年6月に、東京のポレポレ
東中野で上映している。3作品とも長く自主上映を続けて
おり、随時募集中。
問合せ：プロダクション・エイシア（電話 042-497-6975）

●今月の館主

大
お お が ね く

兼久 由
よ し み

美 イラスト：杉浦 健
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宮垣 元（慶応義塾大学教授）

《うぉろ君の気にな〜るゼミナール》⑬
「セルフネグレクト」って？ 

《パラボラ・ニュース》  ⑭
「これからのＮＰＯ法について語らう会」開催、
改正ＮＰＯ法は順次施行
次世代に遺す寄付を生かす「全国レガシーギフト協会」発足

《V時評》  ⑮
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130年前……「東京婦人矯風会」結成
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《この人に》 ㉕ 

村木 厚子さん   

《アゴラ／シネマ／ライブラリー》  ㉗
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書籍紹介

《アートで市民活動－マチ・ヒト・ココロを元気にする Community Art》  ㉙
アートスペースかおる　

市民活動総合情報誌／ボランティア・NPO をもう一歩深く

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
気
づ
く
人
は
少
な
い
か

も
し
れ
な
い
〝
普
通
の
家
〟。
客
も
オ
ー

ナ
ー
一
家
も
同
じ
玄
関
で
靴
を
脱
ぎ
、

同
じ
階
段
を
使
っ
て
客
は
展
示
室
へ
、
家

族
は
居
住
室
へ
と
い
う
ケ
ー
ス
は
あ
ま
り

例
を
見
な
い
。
バ
ス
を
降
り
て
急
勾
配

の
脇
道
を
登
る
と
小
さ
い
表
札
に
気
づ

く
も
の
の
、
上
か
ら
坂
を
駆
け
下
り
る

と
素
通
り
し
て
し
ま
い
そ
う
だ
。

　

神
戸
の
中
心
部
、
元
町
か
ら
北
へ
１

キ
ロ
弱
。
観
光
客
で
賑に

ぎ

わ
う
北
野
町

の
異
人
館
街
に
も
程
近
い
、
海
の
見
え

る
高
台
。
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
か
お
る
は
こ

の
地
で
２
０
０
７
年
よ
り
活
動
を
は
じ

め
た
。
オ
ー
ナ
ー
、
所
薫か

お
る子

さ
ん
の
夫

が
生
ま
れ
育
っ
た
家
。
震
災
で
揺
す
ら

れ
、
廃
屋
同
然
に
な
っ
て
い
た
築
70
年
以

上
の
古
民
家
を
改
築
し
た
。
建
築
屋
に

掛
け
合
い
、
少
な
い
資
金
で
可
能
な
限

り
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
試
み
、
も
と
の

家
の
廃
材
を
極
力
再
利
用
。
売
れ
残
り

の
半
端
物
の
資
材
や
、
取
り
壊
す
家
か

ら
ド
ア
な
ど
を
貰も

ら
い
受
け
、
そ
れ
ら
を
活

用
す
る
こ
と
で
現
在
の
よ
う
な
た
た
ず

ま
い
に
な
っ
た
。
よ
っ
て
玄
関
に
飾
ら
れ

た
堀
尾
貞
治
（
注
）
筆
の
「
月
萩
亭
」
の

看
板
の
裏
に
は
、〝
接つ

ぎ
は
ぎ剥

亭
〟
と
し
た
た

め
ら
れ
て
い
る
。

　

メ
イ
ン
の
展
示
室
は
階
上
。
年
代
物

の
太
い
梁は

り

が
交
差
す
る
山
小
屋
風
の

屋
根
裏
部
屋
だ
。
頭
を
打
ち
そ
う
な

空
間
を
ゆ
っ
く
り
移
動
す
る
こ
と
で
、

か
え
っ
て
じ
っ
く
り
作
品
に
向
き
合
え

る
と
好
評（
!?
）。
少
人
数
の
コ
ン
サ
ー

ト
や
イ
ベ
ン
ト
や
そ
の
打
ち
上
げ
な
ど

は
、
階
下
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
で
。

気
楽
に
出
入
り
し
、
文
字
通
り
自
宅
に

い
る
よ
う
に
寛
げ
る〝
お
う
ち
ギ
ャ
ラ

リ
ー
〟だ
。

　

06
年
ま
で
、
勤
務
先
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

の
一
角
を
活
用
し
、
知
人
の
ア
ー
ト
作

品
を
展
示
し
て
い
た
。
そ
の
急
な
閉
鎖

に
伴
い
、
す
で
に
予
定
さ
れ
告
知
も
済

ん
だ
グ
ル
ー
プ
展
を
何
と
か
実
現
さ
せ
た

い
と
考
え
あ
ぐ
ね
た
薫
子
さ
ん
が
、
苦

肉
の
策
で
自
宅
を
開
放
し
た
の
が
き
っ

か
け
。
続
け
て
い
く
予
定
も
自
信
も
な

か
っ
た
が
、
ア
ー
ト
を
少
し
で
も
身
近
に

感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
展
示
に
伴
う
利

用
料
を
実
費
ベ
ー
ス
に
抑
え
、
個
展
を

開
く
チ
ャ
ン
ス
の
少
な
い
若
い
作
家
た
ち

に
も
間
口
を
広
げ
て
き
た
。
以
来
、
今

に
至
る
ま
で
の
丸
１０
年
間
、
展
示
が
途

切
れ
た
月
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
手
書
き

の
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
も
１
４
０
号
を
超
え

た
。
収
支
ベ
ー
ス
で
み
る
と
安
泰
と
は

と
て
も
い
え
な
い
が
、
作
家
や
客
と
の
交

流
を
糧
に
続
け
て
い
る
。

　

横
を
通
る
坂
道
か
ら
も
一
望
で
き
る

裏
庭
の
野
外
展
示
は
現
代
ア
ー
ト
中
心

で
定
期
開
催
。
年
間
ほ
ぼ
無
休
で
い
つ

で
も
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ユ
ニ
ー

ク
な
オ
ブ
ジ
ェ
に
ひ
か
れ
、
立
ち
止
ま
る

通
行
人
も
多
い
。
す
ぐ
裏
山
は
森
林
浴

を
満
喫
で
き
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
。
山

と
海
と
が
間
近
な
こ
の
ま
ち
な
ら
で
は

の
、
と
っ
て
お
き
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
だ
。

編
集
委
員　

村
岡 

正
司

ア ー ト で
市 民 活 動

アートスペース
かおる

マチ・ヒト・ココロを元気にする
Community Art

アートスペースかおる
神戸市中央区山本通4丁目27-10
電話／ＦＡＸ　078-242-8770
http://art-kaoru.na.coocan.jp

（
注
）１
９
３
９
年
神
戸
市
兵
庫
区
生
ま
れ
の
現
代
美
術
家
。戦
後
の
前
衛
美
術
運
動
を
リ
ー
ド
し
た
具
体
美
術
協
会
の
元
会
員
で
１
９
７
２
年
の
解
散
ま
で
参
加
。

現
在
も
年
間
１
０
０
近
い
イ
ベ
ン
ト・展
覧
会
を
開
催
、エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
制
作
活
動
を
続
け
て
い
る
。

＊本誌の発行費用の一部は大阪府共同募金会の
　助成を受けています。

「ひみつのいしいまこと」展（2016年11月開催）。書家・画家であった石井誠
さんの三回忌記念作品展として、抽象絵画の大作や、書と絵画の融合された
ような力強い作品を多数展示。


